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研究成果の概要（和文）：近年増加している「キレる子ども」の実態と病態解明を目的に研究を行った。福井県
内の小中学校を対象とした実態調査では、「キレる子ども」は小学生の0.84％、中学生の0.28％に相当し男児が
非常に多かった。周囲の発達特性の理解と特性に応じた対応、家族を含めた関係機関との連携、チームとしての
対応が有効であった。間欠爆発症（IED）の小児は注意欠如・多動症（ADHD）の併存が多く、ADHD併存例には
ADHD治療薬（特にグアンファシン）がADHD症状だけでなく、いらいらや癇癪といった症状の軽減に有効であっ
た。IEDの病態評価のための脳波検査は通常の脳波解析のみでは有効でなかった。

研究成果の概要（英文）：We conducted research with the aim of clarifying the current situation and 
pathophysiology of children with intermittent explosive disorder (IED) which have been increasing in
 recent years. According to of elementary and junior high schools in Fukui Prefecture, children with
 IED accounted for 0.84% of elementary school students and 0.28% of junior high school students, and
 there were too many boys. It was effective appropriate understanding and support according to the 
neurodevelopmental characteristics, cooperate with related organizations including family members, 
and respond as one team. Children with IED often have coexistence of attention-deficit/hyperactivity
 disorder (ADHD), and in patients with ADHD, ADHD treatments (especially guanfacine) are effective 
in reducing not only ADHD symptoms but also symptoms such as irritability and tantrum. EEG 
examinations for assessing the pathology of IEDs were not effective with normal linear EEG analysis 
alone.

研究分野： 小児神経学

キーワード： 間欠爆発症　注意欠如・多動症　多職種連携　支援

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果により、近年増加している「キレる子ども」の実態の把握と対応のポイントが明らかになった。「キ
レる子ども」は小学生の0.84％、中学生の0.28％に相当し男児が非常に多く、周囲の発達特性の理解と特性に応
じた対応、家族を含めた関係機関との連携、チームとしての対応が有効であった。間欠爆発症（IED）の小児は
注意欠如・多動症（ADHD）の併存が多く、ADHD併存例にはADHD治療薬（特にグアンファシン）がADHD症状だけで
なく、いらいらや癇癪といった症状の軽減に有効であった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年、突然感情を爆発させるいわゆる「キレる子ども」が増加しており、家庭や教育現場で大

きな混乱が生じている。文部科学省が実施した児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関

する調査では、小学校における暴力行為発生件数は、年々増加しており、平成 28 年度は 22,841

件となっている。 

「キレる子ども」とは、DSM-5 における間欠爆発症（Intermittent Explosive Disorder, IED）

に相当し、6歳以上の子どもにおいて些細な心理社会的ストレスが誘因となり衝動的攻撃性の爆

発が急激に起こるとされる。しかし、IED の研究は、成人の報告がほとんどであり、発達期にあ

たる IED の臨床背景や神経基盤は不明な点が多く、近年増加傾向にある小学生の「キレる子ど

も」の要因は十分に解明されていない。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、「キレる子ども（IED）」を対象として福井県の小中学校における実態調査を

行い、学校内での IED や IED が疑われる児童・生徒の現状や課題を明らかにすることである。さ

らに、医療現場での IED の臨床所見、検査所見、治療内容や対応方法などを検証し、小児の IED

における実用的な客観的評価法を確立し、医学的評価に基づいた有効かつ包括的な支援システ

ムを構築することである。 

 

３．研究の方法 

本研究は以下の 3つの研究で成り立つ。 

（1）実態調査研究 

福井県下の小・中学校を対象に、「キレる子ども（IED）」の質問用紙による実態調査を行い、

小児の IED の現状と問題点を明らかにする。 

（2）客観的評価研究 

 福井大学医学部附属病院とその関連施設を受診し IED（DSM-5）と診断された症例を対象とし

て、臨床的背景、臨床診断、心理検査所見、脳波所見、治療方法などを後方視的に検討し、IED

の臨床特徴と有効な対応方法を明らかにする。 

（3）支援システム構築研究 

 前述の研究を基に多職種から成る支援チームの形成し、医学的評価に基づいた支援システム

を構築し、薬物療法や心理社会的治療の有効性について検証する。 

 

４．研究成果 

（1）実態調査研究 



福井県内の小・中学校に対して、近年増加傾向にある「キレる子ども」に関する実態調査を行

った。有効回答を得られたのは、福井県の全小学校 204 校中 87校（42.6％）、全中学校 91校中

49 校（53.8％）で、児童・生徒数は、小学校 16,830 名、中学校 10,777 名であった。間欠爆発

症（IED）が疑われる児童・生徒は回答が得られた小学校と中学校のうち 48.3％、28.6％に在籍

し、全児童・生徒数の 0.84％、0.28％に相当し、いずれも男児が多かった。学年別では小学校 3

～4 年生の割合が最も大きかった（図 1）。感情爆発の要因は、本人の発達特性の悪化が最も多

く、その他に小学校では先生の指導・注意と友人関係の悪化、学習の問題、中学校では先生の指

導・注意、友人関係の悪化、家庭環境の変化が挙げられた（図 2）。教師が有効と感じた対応は、

感情爆発時の本人

に対する直接的な

対応として、小中

学校ともにクール

ダウンと受容的な

対応を行うことが

挙げられた。クー

ルダウンさせる具

体的な方法とし

て、本人の興味あ

る事や好きなこと

をさせる、話題を

変える、気をそら

す、壊してよいも

のを与える、水を

飲ませる、教育的

無視、刺激を避け

る、専属の職員が

そばについて声掛

けするなどが挙げ

られた。一方、受容

的な対応の例とし

て、本人の思いをじっくり最後まで聞く、優しく穏やかに接する、余計なことは言わない、本人

の気持ちを代弁する、安心させるような関わりや共感的な態度などが挙げられた。また、学校と

しては別室の利用や複数の職員、専属の職員で対応することを挙げていた。感情爆発していない

時は、小中学校ともに個人の発達特性や能力に配慮した対応を挙げていた。具体的には、予定を

示す、課題の内容や量を調整する、役割を与える、肯定的な対応、視覚的な指示、アンガーマネ

ージメントを行う、トラブル回避のための選択肢提示や相談を事前に行う、などが挙げられた。

学校側の対応としては、家庭訪問、多職種の専門家を交えての支援会議の開催など保護者や学外

機関との連携が挙げられた。一方で、児童・生徒の感情を無視した強制的な対応や発達特性に配

慮しない対応は有効でなかった。相談・連携先が多機関に渡る学校もある一方で、学校内で困っ

たことがあるのに相談・連携先が限られ学校内で抱え込む学校も少なくなかった。IED の原因解

明、早期診断、有効な対応方法や薬物療法、併存症への対応など IED の解明に医療や研究への期

待が挙げられた。また、関係者への理解を深める、医療と教育の連携として学校現場への訪問、

図 1. IED が疑われる児童・生徒と IED に相当する児童・生徒の学年別

陽性率 

図 2．小学校と中学校における感情爆発の要因と学校数 



相談会や支援会議の開催、支援体制作りなど適切な連携や体制の構築に対する医療の役割が期

待されていた。（第 122 回日本小児精神神経学会学術集会、小児の精神と神経 2002;61:53-62） 

（2）客観的評価研究 

「キレる」ことを主訴に外来を受診した小学生 37例（男 36例）を対象とし、対象者の初診時

年齢、発達歴、認知機能、臨床診断、要因、対応と効果について検討を行った。初診時年齢は 1

～11歳、初期言語発達遅滞を認めた例は 10例、

田中ビネーまたは WISC 知能検査で総 IQ 値が

70 以上であったのは 34例であった。臨床診断

は、自閉スペクトラム症（ASD）9例、注意欠如・

多動症（ADHD）29 例で、IED は 7例であった（重

複有）（図 3）。「キレる」要因として、家庭環境

11 例、学校環境 8 例、本人の特性のミスマッ

チ 34 例であった（重複有）。対応は、薬物療法

のみ 15 例、心理社会治療のみ 5 例、併用 12

例、医師への相談・助言のみ 5 例であった。1ヶ月～11 年間（平均 16ヶ月）の介入の効果は、

改善 29 例、不変 7 例、悪化 1 例であった。「キレる子ども」には、ADHD が併存している例が多

く、家庭環境に問題を抱える例も少なくなかった。本人の特性の理解と適切な環境調整、アンガ

ーマネージメントなどの心理社会治療が有効であった。また、ADHD 並存例にはメチルフェニデ

ートが有効であった。（第 60 回日本小児神経学会学術集会、15th Asian Oceanian Congress of 

Child Neurology (AOCCN2019)） 

グアンファシン（GXR）を投与した ADHD15 例（全例男児、11.2 歳（9～14 歳））を対象とし、

GXR 投与前後での異常行動チェックリスト日本語版（ABC-J）の興奮性尺度の変化について検討

を行った。併存症は ASD10 例（疑

い 3例）、IED4 例、知的能力症 3例

などであった。GXR 以外の併用薬

は、メチルフェニデート（MPH）12

例、アリピプラゾール（APZ）5 例、

抗てんかん薬 1 例、併用療法は、

心理カウンセリング 6 例であっ

た。GXR 投与量は、1㎎ 13例、2

㎎ 3例、GXR 投与期間は 2週間～

17 か月であった。GXR 導入理由は、いらいら・癇癪 8例、不注意６例、多動５例、他剤の副作用

による切り替え 3 例であった。GXR 投与前後での ABC-J（興奮性尺度）は、投与前 13.8±7.3、

投与後 8.1±5.9 で 5ポイント以上低下した例は 8例であった（図 4）。GXR 導入理由がいらいら・

癇癪であった 8 例では、投与前 18.1±7.2、投与後 10.3±7.3、5 ポイント以上低下した例は 5

例であった。特に副作用はみられなかった。ADHD に併存したキレる症状に対して、GXR は比較的

低用量で有効性を示す例があり、かつ安全に使用することが可能であった。（第 61 回日本小児神

経学会学術集会） 

小学生 32 例(男 28 例、平均 8.7 歳)を対象とし、初診時に脳波と ABC-J の興奮性サブスケー

ルを測定して脳波所見と易刺激性との関連について検討した。器質的神経疾患、てんかん、知的

障害合併例やすでに神経発達症に対する薬物療法を開始している例は除外した。脳波は、安静覚

醒時と睡眠時の記録からてんかん性発射の有無、部位や背景波の後頭部優位律動の周波数、左右

図 3．臨床診断の内訳 

図 4．GXR 投与前後における ABC-J（興奮性尺度）の変化 



差を評価した。臨床診断は ADHD32 例(疑い 2 例)、ASD14 例(疑い 3 例)、限局性学習症 27 例(疑

い 8例)などであった。ABC-J(興奮性尺度)は 8.4±7.3 点、保護者/教師評価の ADHD-RS(合計点)

は 22.1±8.4 点/21.4±12.0 点、広汎性発

達障害日本自閉症協会評定尺度(PARS)の

幼児期ピーク/現在得点は 4.8±5.8 点

/5.9±4.9 点、WISC-IV 知能検査(FSIQ)は

93.0±11.2 点、脳波所見はてんかん性発射

を認めた例は 10 例(全般性 5 例、前頭極-

前頭部 4 例、頭頂-後頭部 2例：重複有)、

背景波異常を認めた例は 2例(後頭部律動周波数の遅延 1例、左右差 1例)であった。このうち、

ABC-J が 15 点以上であった 4 例はてんかん性発射 3 例、背景波異常 0 例で、5 点以下であった

12 例はてんかん性発射 5例、背景波異常 1例であり、有意差を認めなかった（図 5）。今回の検

討では、脳波異常と易刺激性の関連性は見いだせず、”キレる子ども”の生物学的指標として通

常の脳波解析は有用でなかった。今後、非線形解析やグラフ解析などの手法を用いて、脳波検査

の有用性を検証する必要がある。（第 62回日本小児神経学会学術集会） 

（3）支援システム構築研究 

 前述の研究成果を基に、福井県内で協力の得られた小・中学校に医療者が直接出向いたり、オ

ンラインで遠隔会議を行うことで医療と教育の連携体制の構築を図った。新型コロナウイルス

感染症流行のため、直接出向く機会は限られたが、学校現場で対象児童生徒の様子を観察しなが

ら医療者と教育者が直接情報交換する機会は非常に貴重で有効であった。オンライン会議シス

テムを用いた情報交換は、感染流行の影響や参加者の時間や場所の影響を受けにくいメリット

はあるものの、より具体的で詳細な情報や非言語的コミュニケーションのやり取りの難しさを

感じた。医療機関で行う診療のみでは情報が限られ、適切な評価や診断に限界があると感じられ、

より日常に近い現場での観察や情報交換が有効であり、新型コロナウイルス感染症流行に対応

した新しい医療と教育の連携方法を構築する必要がある。 

図 5．ABC-J（興奮性尺度）と脳波異常の関連 
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